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令和３年度１２月補正予算の概要について 
 

 

令和３年１２月２１日 

（単位：千円） 

一 予算規模 

 

 １ 一 般 会 計      

            補   正   額                     ４３４,２１０ 

 

 

                   補 正 後 の 規 模                ６１７,４１０,５２２ 

 

 

                   前年度 12 月補正後予算との対比           △６２,７５８,１０１ 

                                       （９.２％減） 

 

 

  《補正予算の財源》  

 

    特 定 財 源                                  ６７２,８９１ 

  

  国  庫  支  出  金                 ４００,３７７ 

 

 

繰   入   金              １０７,３５５ 

 

 

県      債                 ８７,９００ 

 

 

そ   の   他                    ７７,２５９ 

 

 

    一 般 財 源                               △２３８,６８１ 

 

                      繰   入    金                  △２３８,６８１ 
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 ２ 特 別 会 計 

 

＜債務負担行為＞ 

   能代港エネルギー基地建設用地整備事業特別会計              （１５,０００） 

 

   港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計           （１,５６９,０００） 

 

 

 ３ 企 業 会 計 

 

   電 気 事 業 会 計                            △３１,４１７ 

 

   工 業 用 水 道 事 業 会 計                              △４８０ 

 

   下 水 道 事 業 会 計                             ８,６６９ 
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二 補正予算の主な内容 

  今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対応や高病原性鳥インフルエンザ対策に要する

経費のほか、「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」に基づく事業、公共事業の発注を前倒しするた

めの債務負担行為等について計上した。 

 

 Ⅰ 新型コロナウイルス感染症への対応 

 

１ 感染拡大防止策と医療提供体制の整備 

 

（１）検査体制整備事業                           ６５,０１０ 

   ①健康環境センター検査体制整備             2,350 千円 

    ＰＣＲ検査に用いる検体を保管する超低温フリーザーを増設する。 

   ②診療・検査医療機関体制整備協力金支給事業       62,660 千円 

新たに新型コロナの外来受診・検査を行う医療機関に対し、協力金を 

支給する。 

・支給内容 ⅰ）令和３年 12 月末まで新たに登録した診療・検査医療 

機関 500 千円 

            ⅱ）既に指定を受けている診療・検査医療機関のうち令 

和３年 12 月末まで新たにコロナの検体採取を行う 

医療機関 250 千円 

 

（２）新型コロナ保健所体制整備事業                     １２,７６３ 

   新型コロナウイルス感染者等の移送体制の充実を図るため、保健所が行 

   っている宿泊療養施設や病院への搬送を民間に委託する。 

 

（３）新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業              ３４,３００ 

   自宅療養が必要となった場合に備え、自宅療養者への支援を行う。 

   ①日用品配送業務                     800 千円 

    自宅療養者に対し、日用品の配送を行う。 

   ②新型コロナウイルス自宅療養診療体制等整備支援事業   33,500 千円 

    自宅療養者を対象とした、医師、薬剤師、看護師等のネットワークに 

    よる診療体制を強化する。 

    ・事業内容 医師会、薬剤師会、看護協会の連携による対応スキーム 

整備、訪問診療等のマニュアル作成、協力医師等の確保 

 

（４）新型コロナウイルス感染症に係る介護・障害福祉サービス継続支援事業  １３７,７１４ 

①介護・障害福祉サービス事業所等感染症対策支援事業  49,041 千円 

介護サービス事業所等が、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策 

を行うために必要なかかり増し経費を助成する。 

・補 助 先 介護サービス事業所・障害福祉サービス事業所等 

・補 助 率 10/10（県 10/10） 

・限 度 額 ⅰ）介護サービス事業所 １事業所当たり 0.5～７万円 

      ⅱ）障害福祉サービス事業所 １事業所当たり 0.3～４万円 
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②高齢者施設・障害福祉施設における新型コロナウイルス感染症抗原検 

査事業                       88,673 千円 

高齢者施設及び障害福祉施設のうち、希望する施設に対し、新型コロ 

ナウイルス感染症の抗原検査キット等を配布し、施設において早期に 

感染を探知できる体制を整備する。 

・配 布 先 ⅰ）高 齢 者 施 設：845 施設 

       ⅱ）障害福祉施設：136 施設 

 

  ２ 雇用の維持と事業の継続、県内経済の下支え 

 

 （１）地域公共交通等新型コロナ対策事業                  ２０８,０７０ 

    ①バス事業新型コロナ対策事業             111,248 千円 

     ⅰ）バス事業維持対策交付金（乗合）         41,848 千円 

       乗合バス事業者の事業継続に要する経費について支援する。 

・補 助 先 乗合バス事業者 

・補 助 額 コロナ禍の影響長期化に伴う生活バス路線維持費等 

補助金の減額相当額 

ⅱ）バス事業維持対策交付金（貸切・高速・リムジン） 69,400 千円 

        貸切バス事業者等の事業継続に要する経費について支援する。 

・補 助 先 貸切バス等を運行する事業者 

・補 助 額 20 万円×登録車両台数 

②タクシー事業新型コロナ対策事業                      63,400 千円     

タクシー事業者の事業継続に要する経費について支援する。 

・補 助 先 タクシー事業者 

・補 助 額 ５万円×登録車両台数 

③レンタカー事業維持対策事業             33,422 千円 

レンタカー事業者の事業継続に要する経費について支援する。 

・補 助 先 県内に主たる事業所を有する事業者及び県内に支店・営 

      業所を有する中小事業者 

・補 助 額 乗用車：２万円×対象車両台数（上限 600 万円） 

      マイクロバス：５万円×対象車両台数（上限 300 万円） 

 

（２）自動車運転代行業継続支援金事業                       ３３,７２９ 

     自動車運転代行業者の事業継続に要する経費について支援する。 

・補 助 先 運転代行業者 

・補 助 額 ７万円×登録車両台数 

 

（３）肥育経営安定緊急対策事業                        ６０,０００ 

     経営環境が悪化している肉用牛肥育経営体の再生産を支援するため、肥          

育素牛の導入費用の一部を助成する。 

・補 助 先 肉用牛肥育経営体 

・補 助 額 ２万円／頭 
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（４）比内地鶏消費促進緊急事業                      １０,０００ 

   外食の低迷により大きな影響を受けている比内地鶏の消費拡大と生産者 

の意欲向上を図るため、イベントの開催や各種メディアを活用したプロ 

モーションを実施する。 

 

  ＜債務負担行為＞ 

   ○経営安定資金利子補助金                      （１,１２５,０００） 

    中小企業者の利子負担を軽減するため、利子補助をする。 

    ・補 助 率 1.15％又は 1.35％ 

 

  ３ 経済活動の回復・地方創生に向けた新たな取組 

 

（１）県内空港利用促進緊急対策事業                            ８３,１６６ 

    県内空港発着の各航空路線の復便を早期に実現するため、各空港の利用 

促進を図る。 

①県内空港県民利用促進事業             65,359 千円 

 県民の航空利用を促進するため、県民の利用に係る運賃の一部をキャ 

ッシュバックするキャンペーンを実施する。 

・対 象 者 秋田、大館能代空港の各路線を往復利用する県内居住者 

(ビジネス利用やマイレージ等による無償利用は対象外)  

・助 成 額 １往復あたり 5,000 円 

  ・対象期間 令和４年１月中旬から２月 28 日まで（予定） 

②空港ターミナルビルテナント利用促進事業       16,349 千円          

航空利用者が空港ターミナルビル内テナントで使用可能なクーポンを 

発行する。 

・対 象 者 秋田空港、大館能代空港における航空利用者 

  ・額  面 1,000 円（税込 2,000 円以上の利用で使用可能） 

  ・発行枚数 秋田空港 10,000 枚、大館能代空港 2,500 枚 

・使用期間 令和４年１月中旬から２月 28 日まで（予定） 

③旅行事業者向け支援制度情報の発信強化         1,458 千円 

 

（２）飼料高騰緊急対策事業                        ３５,８４５ 

      飼料価格の高騰により大きな影響を受けている畜産経営体の生産基盤の 

   維持・強化を図るため、自給飼料生産に必要な設備等の整備に対して助 

成する。 

・補 助 先  畜産クラスター協議会 

・補助対象 自給飼料の生産用機械等の導入経費 

・補 助 率 1/2（県 10/10） 
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 Ⅱ 高病原性鳥インフルエンザへの対応 

 

（１）高病原性鳥インフルエンザ対策事業                      １５０,０００ 

    ①まん延防止・発生予防対策事業                       134,900 千円 

     全養鶏場の消毒等まん延防止・発生予防対策を強化するほか、防護服 

や消毒薬等を備蓄する。 

    ②経営支援事業                      15,100 千円 

     高病原性鳥インフルエンザの発生により大きな影響を受けている養鶏農 

家の経営の安定化を図るため、事業継続への支援を行う。 

     ⅰ）発生農家の経営継続支援              13,900 千円 

       国補償制度の対象とならない再生産に係る経費を助成する。 

       ・補 助 率 1/3（県 10/10） 

     ⅱ）搬出制限区域内の養鶏農家への支援          1,200 千円 

       搬出制限により減少した売上に相当する額を助成する。 

       ・補 助 率 10/10（国 1/2、県 1/2） 

 

 Ⅲ 「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」に基づく事業 

 

（１）咲きほこれ！あきたウーマンパワー応援事業                     １,０８５ 

女性の挑戦や活躍への意識改革を促進するため、働く女性のネットワーク 

を官民一体で構築し、相互研鑽を行うラウンドテーブルを開催する。 

   ・事業内容 ①自ら活躍する女性企業経営者等による講演 

          ②若手女性社会人や女子学生によるワークショップの開催 

③県職員と民間企業社員の協働によるラウンドテーブルの企 

画・運営 

 

（２）あきた芸術劇場整備事業                         １７０,０００ 

    資材単価の上昇や軟弱地盤対策等を講じることに伴い、総事業費を増額す 

るとともに、継続費の期間を延長する。 

    ・総 事 業 費 約２１３億円（変更前 約２１１億円）（建築工事分） 

        ・全体事業費 約２５４億円（見込）（建築工事以外含む） 

    ・継続費設定 平成 30～令和４年度（建築工事分）（変更前 令和３年度まで） 

    ・供 用 開 始 令和４年６月（予定） 

                                    

（３）医療提供体制整備費補助事業                        ７８,６５５ 

地域における医療提供体制の充実・強化を図るため、施設・設備整備を行 

う医療機関に対し助成する。 

①救命救急センター設備整備事業             31,798 千円 

・補 助 先 秋田赤十字病院、秋田大学医学部附属病院 

 ・補 助 率 2/3（国 1/2、県 1/2） 

②病院群輪番制病院及び共同利用型病院設備整備事業    23,464 千円 

・補 助 先 厚生連（平鹿総合病院）、佐藤病院 

 ・補 助 率 2/3（国 1/2、県 1/2） 
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③内視鏡訓練施設設備整備事業               542 千円 

・補 助 先 秋田赤十字病院 

 ・補 助 率 10/10（国 1/2、県 1/2） 

④遠隔医療設備整備事業                   11,730 千円 

   ・補 助 先 由利本荘医師会病院、医療法人正和会 

   ・補 助 率 1/2（国 10/10） 

  ⑤医療施設非常用通信設備整備事業              189 千円 

・補 助 先 秋田赤十字病院 

   ・補 助 率 1/3（国 10/10） 

  ⑥がん診療施設設備整備事業                   10,800 千円 

   ・補 助 先 厚生連（秋田厚生医療センター） 

   ・補 助 率 1/3（県 10/10） 

⑦医療施設浸水対策事業                    132 千円 

     ・補 助 先 厚生連（大曲厚生医療センター） 

  ・補 助 率 1/3（国 10/10） 

 

（４）総合周産期母子医療センター設備整備事業                 ２９,８０６ 

   安心して出産できる環境の整備を図るため、総合周産期母子医療センター 

の設備整備に対し助成する。 

・補 助 先 秋田赤十字病院 

    ・補 助 率 2/3（国 1/2、県 1/2） 

 

（５）不整脈治療体制整備事業                         １２,８３３ 

   循環器医療における機能分化・連携の促進による不整脈治療の充実・強化 

を図るため、高度で専門的な治療を行う市立秋田総合病院の設備整備に対 

し助成する。 

    ・補 助 率 2/3（県 10/10） 

 

 ＜継続費＞ 

   ○鹿角小坂地区統合校整備事業                    （３,７１１,１８０） 

    鹿角小坂地区の３校（花輪高等学校、十和田高等学校、小坂高等学校）を 

    統合し、花輪高等学校の現校舎棟等を活用して整備する。 

    ・総 事 業 費 約 37 億円（建築工事分） 

・全体事業費 約 40 億円（建築工事分以外含む） 

    ・継続費設定 令和３～６年度（建築工事分） 

    ・Ｒ３年度事業 入札公告等 

    ・供 用 開 始 令和６年４月（予定） 
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○比内支援学校整備事業                         （２４８,１７３） 

    工事単価の上昇や豪雪の影響による工期延長等に伴い総事業費を増額する 

    とともに継続費の期間を延長する。 

    ・期   間 平成 30～令和５年度（変更前 令和４年度まで） 

・総 事 業 費 約 32 億円（変更前 約 30 億円）（建築工事分） 

・全体事業費 約 33 億円（変更前 約 31 億円）（建築工事分以外含む） 

    ・供 用 開 始 令和４年 11 月（予定）（変更前 令和４年８月） 

 

  ＜債務負担行為＞ 

 ○国際教養大学施設設備等整備事業                  （１,８４４,３６９） 

国際教養大学の教育環境向上のため、施設整備等に要する経費に対し助成する。        

・補助対象 学生寮長寿命化改修工事 

    ・設定期間 令和４年度 

 

   ○統合型校務支援システム導入等推進事業                 （２２８,７３６） 

教育の質の向上や教員の働き方改革を図るため、県立学校の教務、保健、 

学籍等の業務を効率化する統合型校務支援システムを構築する。 

    ・設定期間 令和４年度 

 

○ミュージアム活性化事業                             （３５,２９０） 

  県民に多彩な芸術鑑賞の機会を提供するため、県立美術館、近代美術館及          

び博物館において特別展を開催する。 

・事業内容 川瀬巴水展、サントリー美術館展、大恐竜博 等 

    ・設定期間 令和４年度 

 

 Ⅳ 公共事業 

 

＜債務負担行為＞ 

   ○国庫補助事業                          （４,９２０,０００） 

・地方道路交付金事業（補修）   1,713,000 千円 

    ・地方道路交付金事業（改築）   1,045,000 千円 

    ・雪寒建設機械整備事業       442,000 千円 

    ・河川改修事業           420,000 千円 

   ・地方道路交付金事業（雪寒）    376,000 千円 

   ・空港整備事業           321,000 千円 

    ・海岸防災対策事業         173,000 千円 

    ・地方道路交付金事業（電線共同溝） 160,000 千円 

    ・公共堰堤改良事業         160,000 千円 

    ・地方道路交付金事業（交通安全）  110,000 千円 
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   ○県単独事業                             （１,１２２,２００） 

・県単道路補修事業          798,400 千円 

・県単砂防事業           142,000 千円 

・県単河川改良事業               132,000 千円 

・県単道路除雪事業         35,000 千円 

・県単道路維持修繕事業         14,800 千円 

 

   ○過年発生土木災害復旧事業                      （４４０,０００） 

 

Ⅴ 人 件 費                               △１,９２５,１１８ 

 

人事委員会勧告及び実績見込みに基づき、給与費を補正する。 

   ・人事委員会勧告分   △673 百万円 

   ・実 績 見 込 み 分  △1,252 百万円 

 

Ⅵ その他 

 

 （１）予備費                                 ９０,０００ 

        不測の事態に備え、予備費を増額する。 

 

  ＜債務負担行為＞ 

   ○広報事業                              （１０１,９９８） 

    広報紙やテレビ等により、県政及び県議会の情報を提供する。 

①県広報 

 ・事 業 費 59,792 千円   

 ・設定期間 令和４年度 

    ②議会広報  

     ・事 業 費 42,206 千円 

     ・設定期間 令和４年度 

 

○デジタルマッチングボックスＡＫＩＴＡ構築事業            （３４,４７０） 

本県における官民の課題をデジタル技術の活用により解決するため、広く 

民間企業から提案を募り、相談側とマッチングするプラットフォームを構 

築する。 

    ・事業内容 プラットフォームを管理・運営し、協力企業を集め提案を相 

談側に紹介する業務を委託 

・設定期間 令和４～５年度 

 

   ○県有体育施設整備・改修事業                     （３９５,７９５） 

        県立体育館に膜天井を設置する。 

    ・設定期間 令和４年度 
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○あきた芸術劇場管理運営費                        （８８３,０１３） 

    あきた芸術劇場の指定管理に関する協定を締結する。 

・設定期間 令和４～８年度 

 

○交通安全施設整備・維持管理事業                      （４０,０００） 

    消雪期の早い段階において、通学路の横断歩道等の再塗装を実施する。 

    ・設定期間 令和４年度 


